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34 アオノツガザクラ ツツジ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12

アカモノ ツツジ ○ 1

1 アシボソアカバナ アカバナ ○ 1

32 イブキトラノオ タデ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

2 イワウメ イワウメ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15

イワカガミ イワウメ ○ ○ 2

イワノガリヤス イネ ○ 1

イワツメクサ ○ ○ ○ 3

イワスゲ カヤツリグサ ○ ○ 2

55 イワオウギ マメ ○ ○ 2

5 イワギキョウ キキョウ ○ ○ 2

37 イワヒゲ ツツジ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13

54 イワベンケイ ベンケイソウ ○ ○ ○ 3

57 ウメバチソウ ユキノシタ ○ ○ ○ ○ ○ 5

ウサギギク キク ○ 1

38 ウラシマツツジ ツツジ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17

46 ウラジロナナカマド バラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

24 エゾシオガマ ゴマノハグサ ○ ○ ○ ○ 4

オオシラビソ マツ ○ 1

オオバスノキ ツツジ ○ 1

60 オオバタケシマラン ユリ ○ ○ 2

28 オオヒョウタンボク スイカズラ ○ ○ ○ 3

オヤマノエンドウ マメ ○ 1

オンタデ タデ ○ 1

6 カイタカラコウ キク ○ ○ ○ ○ 4

16 カラマツソウ キンポウゲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

ガンコウラン ツツジ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

8 キオン キク ○ ○ ○ 3

12 キソアザミ キク ○ ○ ○ 3

39 キバナシャクナゲ ツツジ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9
29 キバナノコマノツメ スミレ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

キンスゲ カヤツリグサ ○ ○ 2

30 クモマスミレ スミレ ○ ○ 2

62 クルマユリ ユリ ○ ○ 2

クロウスゴ ツツジ ○ ○ 2

59 クロクモソウ ユキノシタ ○ ○ ○ 3

13 クロトウヒレン キク ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

クロマメノキ ツツジ ○ ○ 2

63 クロユリ ユリ ○ ○ 2

22 コケコゴメグサ ゴマノハグサ ○ ○ ○ 3

コケモモ ツツジ ○ ○ ○ ○ 4

56 ゴゼンタチバナ ミズキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

64 コバイケイソウ ユリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

コメススキ イネ ○ ○ ○ ○ 4

35 コメバツガザクラ ツツジ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

17 サクライウズ キンポウゲ ○ ○ ○ 3

3 シナノオトギリ オトギリソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

18 シナノキンバイ キンポウゲ ○ ○ ○ ○ 4

65 ショウジョウバカマ ユリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

41 シラタマノキ ツツジ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

シラネセンキュウ セリ ○ 1

52 タカネグンナイフウロ フウロソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

45 タカネツメクサ ナデシコ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12

47 タカネナナカマド バラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

15 タカネニガナ キク ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

ダケカンバ カバノキ ○ ○ 2

48 タテヤマキンバイ バラ ○ ○ ○ ○ ○ 5

4 チシマギキョウ キキョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11

42 チョウジコメツツジ ツツジ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

49 チョウノスケソウ バラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

チングルマ バラ ○ ○ ○ ○ 4

36 ツガザクラ ツツジ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

27 ツマトリソウ サクラソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

トウヤクリンドウ リンドウ ○ ○ 2

66 ニッコウキスゲ ユリ ○ 1

ハイマツ マツ ○ ○ ○ 3

ハクサンイチゲ キンポウゲ ○ ○ 2

40 ハクサンシャクナゲ ツツジ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12

53 ハクサンフウロ フウロソウ ○ ○ ○ ○ 4

ハクサンボウフウ セリ ○ 1

19 ヒメイチゲ キンポウゲ ○ 1

67 ヒメイワショウブ ユリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

9 ヒメウスユキソウ キク ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15

61 ヒメタケシマラン ユリ ○ ○ ○ ○ ○ 5

68 マイヅルソウ ユリ ○ ○ ○ ○ ○ 5

7 マルバダケブキ キク ○ 1

50 ミツバオウレン バラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

10 ミネウスユキソウ キク ○ ○ ○ ○ ○ 5

43 ミネズオウ ツツジ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

ミヤマアキノキリンソウ キク ○ ○ 2

31 ミヤマウイキョウ セリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

ミヤマウシノケグサ イネ ○ ○ 2

ミヤマキンバイ バラ ○ ○ 2

20 ミヤマキンポウゲ キンポウゲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11

ミヤマクロスゲ カヤツリグサ ○ ○ 2

14 ミヤマコウゾリナ キク ○ ○ ○ ←ﾀｶﾈ ○ ○ 4

23 ミヤマコゴメグサ ゴマノハグサ ○ ○ ○ ○ ○ 5

25 ミヤマシオガマ ゴマノハグサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

ミヤマダイコンソウ バラ ○ ○ ○ 3

58 ミヤマダイモンジソウ ユキノシタ ○ 1

44 ミヤマホツツジ ツツジ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14

33 ムカゴトラノオ タデ ○ ○ ○ 3

21 モミジカラマツ キンポウゲ ○ ○ 2

11 ヤマハハコ キク ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

51 ヤマブキショウマ バラ ○ ○ ○ ○ ○ 5

26 ヨツバシオガマ ゴマノハグサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

17 20 18 1 15 5 12 11 8 16 9 10 16 10 9 13 13 1 4 1 19 14 14 6 10 23 10 4 6 14 14 10 16 11 12 7 17 7 13 17 15 9

＊種名　＝駒ヶ根市誌（２００５）調査種に合わせた。したがって、表に記載していない種もある。

＊確認できなかった種；　ミヤマシャジン・トモエシオガマ・ミソガワソウ・タカネナデシコ・タカネザクラ・チシマアマナ・ヒロハユキザサ・ミヤマリンドウ

＊種番号のない種は，補充調査による（２０１５．９　宝剣山荘～将棋頭山）。

出　現　種　数



４－２－１　木曽山脈（中央アルプス）における出現種の分布　１

以下に、中央アルプスにおける代表的な種の分布図を示す。

１　ハハコヨモギ（キク科） ２　コケコゴメグサ（ゴマノハグサ科） ３　ハクセンナズナ（アブラナ科）

　　　１　タカネビランジ（ナデシコ科）      Artemisima glomerata Euphrasia kisoalpina Macropodium pterospermumingia 

　県絶滅危惧種ⅠＢ類の希少種 　県絶滅危惧種ⅠＢ類の希少種 　県絶滅危惧Ⅱ類の希少種。中アで

で、中アが主な分布（県外では で、中ア固有。高さ１～３ｃｍで風 も生育は少ない。

南ア・群馬）。尾根沿いの砂礫 衝草原の岩陰の砂地に生える。基準 　高さ１ｍ、花序40cmにもなる大型

地に生え、草丈７～15cm。根茎 標本は木曽駒ヶ岳である。 の植物で、流水周辺に群生する。

は木質化する。

４　チョウノスケソウ（バラ科） ５　チシマギキョウ（キキョウ科） ６　イワギキョウ（キキョウ科）

  Dryas octopetala var. asiatica Campanula chamissoris Campanula lasiocarpa

　北海道～本州中部の高山帯の岩地 　本州中部以北の高山岩場に生育。 　チシマギキョウと同じく高山岩場

に稀に生える矮性の低木。一見草本 岩礫地の多い中アの方が、南アより に生育する。花冠の縁に毛がなく、

に見える。採集者須川長之介の名に 生育が多い。花冠の縁の長毛が特徴。 萼は針状。

因む。氷期の北半球では、広く繁栄

していたとされる。



４－２－２　木曽山脈（中央アルプス）における出現種の分布　２

７　シラタマノキ（ツツジ科） ８　チョウジコメツツジ（ツツジ科）   ９　ハクサンフウロ（フウロソウ科）

　　　７　クロマメノキ（ツツジ科）    Gaultheria miqueliana   Rhododendron tsuchonoskii var. tetramerum   Geranium yesoense

　亜高山～高山帯の草地や林縁に生え 　本州中部の亜高山～高山帯の岩礫 　高原の代表種で、亜高山の草地や

る常緑低木。果実はやや赤みを帯びた 地に生える日本固有種。 礫地で紅紫色の花を多数つける。日

白色で、下垂する。 　花は４裂し、径５～６mmと小さい。 本固有種。

　もむと、サロメチール臭がする。

１0　タカネグンナイフウロ（フウロソウ科） １１　オオヒョウタンボク（スイカズラ科） １２　ヒメウスユキソウ（キク科）
      Geranium eriostemon var. onoei       Lonicera tschonoskii Campanula chamissoris

　本州中部の亜高山～高山帯の草地 　高山帯の礫地に生える日本固有の 　コマウスユキソウとも言い、中ア
や林縁に生える日本固有種。 落葉低木。 特産の希少種で絶滅危惧ⅠＢ類。
　濃紫色の花を付け、葉裏の脈状に 　スイカズラ科特有の派手な白い花 　岩場や岩礫地に生育する。高さ４
のみ毛がある。 をつけ、ひょうたん型の有毒の実は ～７cmと小型で、木曽駒ヶ岳が基準

赤く熟す。 標本となっている。


